
 
 

校 長 室 か ら 
校 長 鎌 田 昌 記

 

 本校では、体育館で全校集会などが行われた後、生徒たちが自発

的にテーブルや椅子、放送器具などの後始末を行います。教職員も

もちろん一緒に片付けますが「先生、代わりに持ちますよ。」と多

くの生徒が教員に声を掛ける場面がいつも見られます。入学したて

の頃の 1 年生は、先輩たちが自ら仕事を見つけ行動する様子を目の

当たりにし、その姿を真似て経験しながら、いつしか自分たちから

積極的に動くようになっていきます。 

 また、先日、学校農園でカボチャの苗の植え付け作業を行ったの

ですが、この時の生徒たちの活動の様子も素晴らしいものでした。苗を並べる人、マルチに植え付

ける人、空ポットを回収する人、ジョウロで水をかける人。多くの生徒が自分から仕事を見つけ、

手際よく作業を進めていました。本校では、農業を営まれているご家庭の子供たちが多いので、自

宅の農作業を手伝いながら積み上げてきた経験が、自然と発揮されているのだろうと感じました。

そして、自宅が農家ではない生徒も、真似ながら活動することで、新たな経験を積み、学ぶことが

できているのだと思いました。 

 

体育館の片付け、農園活動、どちらの例も『人から学んだり自ら体験したりすることを通して、

自分で考え行動する力や豊かな心を身に付けている』姿がそこにあるのだと思います。そしてそれ

を支えているのが、ご家庭での農作業や家事を手伝うなどの体験があるからこそと感じます。学校

としましても、体験を通した学びの場を設けるよう工夫をしていきますので、ご家庭におかれまし

ても、様々な体験の場を作っていただきますようお願いいたします。 

 

 

校舎増改築の工期や学校行事が変更されます 
 

 ６月開始予定だった、義務教育学校開校に向けた校舎の増改築工事開始が延期されることになり

ました。長引くコロナ禍やロシアによるウクライナ侵攻、原油高騰、円安等により建築資材価格が

急騰しているためです。 

また、このことに関連し、当初夏休み中を予定していた体育館の改修工事が秋に行われることか

ら、学校祭や中間テストの実施日も変更することにしました。  

世界情勢が、本校の教育活動にこのような影響を及ぼすなど、年度当初は予想もつかなないこと

でした。仕方がないこととはいえ、非常にもどかしい限りです。しかしながら、子供たちの学習活

動そのものに影響がないよう、教職員あげて対応してまいります。保護者、地域の皆様方のご理解

とご協力をお願い申し上げます。   

今後、工期に関する新しい情報が入り次第、随時お伝えしていきます。 
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１日（金） 

２日（土） 

４日（月） 

５日（火） 

６日（水） 

７日（木） 

８日（金） 

９日（土） 

１０日（日） 

１２日（火） 

１３日（水） 

１５日（金） 

１８日（月） 

１９日（火） 

２０日（水） 

２１日（木） 

２２日（金） 

 

２３日（土） 

高校説明会、環境検査 

参観日、第１回特認校説明会 

振替休業 

常任委員会 

３年職業講話、中央委員会 

朝会（壮行会）、清掃強化週間 

上川代表決定戦 

上川代表決定戦 

上川代表決定戦予備日 

１年遠足、２年ＣＡＬ体験 

２年ＣＡＬ体験、ＡＬＴ 

予定、やまゆり 

海の日 

ＰＡ 

保健指導、ＡＬＴ 

いじめ防止サミット 

１学期終業式、学習相談 

子ども会レクリエーション 

夏季休業（８月１７日まで） 

 

６月６日（月）に予定していたカボチャの

定植作業でしたが、数日間続いた低気温の影

響からか苗の発育状態が思わしくなく、一週

間後の 13日（月）に延期して実施しました。 

畑起こしにも御協力くださった佐藤さんを

講師にお迎えして始まった植付作業。「先にバ

ーッと、マルチに穴を開けていったらいいん

じゃない？」など、生徒たちが作業効率を意

識し、話し合いながら進められた作業は、思

った以上の短時間で終了しました。 

智恵文中学校の伝統といってもよいカボチ

ャの栽培。９月の交通安全啓発活動に向けて、

大切に育てていきます。 

 ６月１０日（金）に智恵文小学校の６年生が、

本校に登校しました。中学校の日課を体験する

ことで、「中一ギャップ」を解消するのが主な目

的で、年に３回実施しています。 

 給食を食べた後は、待望の休み時間です。中学

生相手に思い切りドッジボールを楽しんでいま

した。 


